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オオムギ縞萎縮病がビール大麦の収量および麦芽品質に及ぼす影響
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摘要：　オオムギ縞萎縮病ウイルスⅠ・Ⅲ型系統の常発圃場と無発病圃場に，Ⅰ・Ⅲ型系統の両方に抵抗性のビー

ル大麦品種（抵抗性遺伝子ｙｍ3を単独またはｙｍ3とｙｍ5を共に持つ）と1型系統にのみ抵抗性の品種（ｙｍ5のみを持つ〉及

び罹病性の品種（ｙｍ3もｙｍ5も持たない）を播種し，収量と麦芽品質に及ぼす影響を調査した．3か年試験した結果，

1Ⅰ・Ⅲ型系統に抵抗性のスカイゴールデンと関東二条34号は，常発圃場が肥沃であるため子実重が23％，24％それぞ

れ増加したのに対し，罹病性のあまぎ二条は桿長が23％，穂数が52％と著しく減少し子実重は60％減少した．Ⅰ型

系統のみ抵抗性のタカホゴールデン，ミカモゴールデンはあまぎ二条ほど桿長，穂数が減少せず，子実重がそれぞ

れ12％，20％減少した．発病が麦芽品質に及ぼす影響について，粗蛋白含量は常発圃場で，罹病性・抵抗性のいず

れの品種も極端に高まったため不明瞭であったが，罹病性のあまぎ二条では麦芽エキスの減少と，麦汁粘度の上昇

が明らかになった．タカホゴールデン，ミカモゴールデンの品質低下はあまぎ二条より小さかった．以上の結果か

ら，ビール大麦の高品質安定多収生産のためには，Ⅰ・Ⅲ型系統抵抗性品種の育成と普及が重要である．

キーワード：　オオムギ縞萎縮病Ⅲ型系統，麦芽品質，二条大麦

Effects　of　Barley　Yellow　Mosaic　Virus　lnfection　on　Yield　and　Malting　Quality　of　Barley

Masahiro　YAMAGUCHI，Yoshinori  TANIGUCHI，Takahiro　SEKIWA，Masaru  OHTSUKA，Toshinori　SOTOME，Shunsuke　ODA

msummary：　The　effects　of　barley　yellow　mosaic　vtrus（BaYMV）infection　on　yield　and　malting quality　were

analyzed　in　virus-resistant and susceptible malting barley cultivars. The cultivar 'Sukai Golden ',which has the

virus-resistance　genes  ym3  and  ym5,  and　the　cultivar'Kanto　Nijo　No．34’，which　has　only  ym3,  are　resistant　to 

both　strains　I　and  III　of　BaYMV．The　cultivars　'Takaho　Golden'  and　'Mikamo　Golden’，which　have　only　ym5  for

a　virus-resistance　gene，are　resistant　to　only　strain　I　of　BaYMV．The　cultivar'Amagi　Nijo’has　neitherym3nor

ym5  and　is　susceptible　to　strains　I　and　III　of　BaYMV．　Seeds　of　these　cultivars　were　sown  and　grown　in  a

nnon-infested　field　and　a　field　infested　by　BaYMV　strains　I　and　III　and　the　yield  and　malting  quality　were

compared　for　three　years　of　the　test　period．While’Sukai　Golden'and’Kanto　Nijo　No．34'  had  23％  and  24％

more　grain　yield，respectively，in　the　infested　field，due　to　the　fertility　of　the　field，the　susceptible’Amagi　Nijo

had  60％  less　grain　yield　in　the　infested　field　and　was  23％  and  52％  less　in　the　culm　length　and　the　number　of

ears，respectively．The　strain　I-resistant　cultivars’Takaho　Golden'  and　'Mikamo　Golde ’had  12％  and  20％  less

grain　yield，respectively，in　the　infested　field，but　the　losses　in　the　culm　length　and　number　of　ears　in　these

cultivars　were　not　as　severe  as　in　the　case　of　the　virus－susceptible  'Amagi　Nijo'．  As　fbr　the　effects　of　infection

on　malting  quality，total　protein　contents　in　both　the　resistnt　and　susceptible　cultivars　were　exceedingly　high

in　the　infested　field　and　no　clear　conclusion　was　obtained。However，the　amount　of　malt　extract　was  decreased

and　the　wort　viscosity　was　increased　in　the　susceptible　cultivar  'Amagi　Nijo’． The　loss　in　malting　quality　was

smaller　in　the　cultivars’Takaho　Golden’and’Mikamo　Golden’than　in'Amagi　Nijo’．From　the　results　obtained，

it　is　concluded　that　the　breeding  and　general  distlibution　of　cultivars　resistant　to　strains　I　and　III　of　BaYMV

are　essential　fbr　maintaining　high  quality　and  high　yield　in　the　production　of  malting　barley．

Key　Words:  BaYMV　strain　type　III，malting　quality， two-rowed　barley
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言緒Ⅰ
aオオムギ縞萎縮病は根に寄生する菌の一種である

Polymyxa  graminisに媒介されるオオムギ縞萎縮病ウイ

ルス5）（Barley　Yellow　Mosaic　Virus，以下BaYMVと略

記）により発生する土壌伝染性の病害である19.5）．発病

すると葉に細長いかすり状の退緑モザイク様病斑が現れ，

株全体が黄化し萎縮症状を呈する．発病程度によっては

収穫皆無になる重要病害の一つで21)，栃木県内では県南

主産地を中心に，1950年頃からこの病害に弱いビール大

麦に被害が拡大し，1980年代にピークに達した3）．耕種

的防除法や薬剤防除法などが開発されたが11.12.23)，効果

・コストの面で充分な対策とならず，抵抗性品種の開発

が待たれた．この間抵抗性遺伝資源の探索が行われ，国

内外の六条大麦の在来種に抵抗性を示すものが見いださ

れた15）．その中で中国在来種の「木石港3」は各地の耐

病性検定で抵抗性を示したため16〉，各育成地で抵抗性品

種育成の母本に用いられた．栃木分場においても木石港

3由来の抵抗性遺伝子ym5を持つビール大麦品種の開発

を進め，1985年に世界に先駆けて抵抗性品種ミサトゴー

ルデンを育成した13）．その後1987年には当時最高水準の

麦芽品質を持つミカモゴールデン24），1995年にはうどん

こ病と複合抵抗性を持ち栽培性に優れるタカホゴールデ

ン8）などの抵抗性品種を育成し，病害防除と安定生産に

成果を上げてきた．

　BaYMVには病原性の異なる系統が存在し，1987年にミ

サトゴールデンを侵すウイルス系統が確認された10）．

その後BaYWはⅠ～Ⅲ型に大別され6），従来の大きな被害

をもたらしていた系統をⅠ型，ym5を侵す系統はⅢ型と

された．BaYMVⅢ型系統による被害面積は現在栃木県南

部や茨城県西部を中心に増加している14）．人為突然変異

系統の「Ea52」で同定された遺伝子ym3が22）Ⅰ・Ⅲ型系

統に対して抵抗性であることが明らかにされている4）．

栃木分場では1970年頃から，後にym3を持つことが確認

された「はがねむぎ」を交配母本に用いて抵抗性品種の

育成に取り組み1.7），中間系統を経て2001年にym5とym3の

両方を持ちBaYMVⅠ～Ⅲ型系統に抵抗性であるスカイゴ

ールデンを育成した17）．

　試験圃場を用いたBaYMV　I型系統の被害解析について

はいくつか報告があり，抵抗性遺伝子を持たない品種で

は大幅に減収すると同時に，子実蛋白が高くなり麦芽エ

キスが低下するなど，品質面での悪影響が報告されてい

る2,9,21），一方，ym5を持つ品種のBaYMVⅢ型系統による被

害については，茨城県でミサトゴールデンを用いて桿長

・子実重の解析が行われ20），栃木分場でもミカモゴール

デンとタカホゴールデンの被害解析を行っている17）．し

かしながらいずれも麦芽品質面での被害解析は行われて

いない．スカイゴールデン等のBaYMV　I～皿型系統抵抗

性品種が主力品種となるまでは，ミカモゴールデンなど

ym5のみを持っ品種の作付が当面続くと予側されるので，

BaYMVⅢ型系統感染による麦芽品質への影響を把握して

おくことは重要であると考えられる，そこで本研究では，

現在作付されている主力品種をBaYMVI・Ⅲ型系統混合

発生圃場に播種し，BaYMVⅢ型系統の発病が収量性およ

び麦芽品質に与える影響を明らかにした．

Ⅱ　試験方法

　供試品種として，BaYMV　I・Ⅲ型系統の両方に抵抗性

のスカイゴールデン（抵抗性遺伝ym5とym3を有する）

と関東二条34号（同ym3のみ），BaYMV　I型系統のみに抵

抗性のミカモゴールデンとタカホゴールデン（共に同ym

5のみ），両方に罹病性のあまぎ二条の5品種・系統を用

いた．なおBaYMVⅡ型に関しては5品種とも抵抗性である。

試験は1998年度（播種年度）から2000年度の3か年間，

栃木分場内のBaYMV　I・Ⅲ型の両系統が発生するオオム

ギ縞萎縮病常発圃場と同分場内の無発病圃場（対照区）

で実施した。耕種概要は第1表の通りである．他の試験

結果から，常発圃場は生育が旺盛であったため，無発病

圃場よりも施肥量を減らした．発病程度は2月～3月のモ

ザイク病斑・黄化・萎縮症状の達観調査により総合的に

判断した．なお1998・1999年度に行った試験結果の一部

については，すでに報告済みである17）．麦芽品質につい

ては，原麦250gを用いて浸漬度を41％にして製麦を行

い，分析は既報の方法18）に従って実施した．

　縞萎縮病による被害程度の品種間差異を検討するため，

常発圃場と無発病圃場の測定データの差をとり，二段分

割法で分散分析を行なった．また最小有意差法による品

種の対比較と，縞萎縮病抵抗性が同じ品種をグループ化

しシェッフェの方法による多重比較を行った．
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第1表　試験区の耕種概要

年次
（播種

年度)

圃場　　　　　播種期　　　　　施肥量

N　:　P２O５ : K２O
月．日　　 kg／10a

堆肥

施用量
㎏ノ10a

前作　播種量　畦間　条間　株間　　条数

粒/㎡

1998　Ⅰ・Ⅲ型常発　　　11．2　3．0：9．3：7.7　　　　0　なし　　30．7　65cm　10cm　IQcm　2条点播

　無発病　　　　　　11.10　6．0：18.3：16．2　　1300　水稲　192．3　130cm　20cm 2．6cm　6条点播

1999 Ⅰ・Ⅲ型常発　　　11．5　4．0：18．6：16．4　　1300　なし　　30．7　65cm　10cm　10cm　2条点播

　　無発病　　　　　　11．9　7．5：18．3：16．2　　1300　水稲　192．3　130cm　20cm 2、6cm　6条点播

2000 Ⅰ・Ⅲ型常発　　　11.6　2．0:9．3：8．2　　1300　湛水　　30．7　65cm　10cm　10cm　2条点播

　無発病　　　　　　11．9　　8．0：18．0：16．0　　　1300　水稲　192．3　130cm　20cm 2．6cm　6条点播

Ⅲ　試験結果

　1．生育・気象概況および縞萎縮病発病程度

　平年と比較した各年の生育の特徴を，累年データのあ

るあまぎ二条，ミカモゴールデン，タカホゴールデンの

無発病圃場の成績で述べる．

1998年度は播種後の乾燥により初期生育，特に分げつ

の発生が抑えられた．しかし茎立期以降急速に生育が回

復し，軟弱徒長気味になった。桿長は6cm程度短く，穂

数，一穂粒数は90％程度であった．子実重はあまぎ二条

で平年並，他品種は5～10％低く，千粒重，整粒歩合は

ほぽ平年並であった．

　1999年度は生育初期の高温により，過度に草丈の伸長

や茎数の増加，幼穂分化の早進がみられた．茎立期以降

は低温と乾燥により生育が鈍化し，肥切れにより下葉が

枯れ急速に茎数が整理された．出穂期・成熟期は5～6日

早く，桿長は5～15cm短かった．穂数は5％増であったが，

タカホゴールデンは30％多かった．一穂粒数は約10％少

なく，子実重はあまぎ二条で平年並で他は5～10％低か

った．千粒重は平年並からわずかに重かった．整粒歩合

はあまぎ二条で5％程度高く，他はわずかに低かった．

　2000年度は生育初期の乾燥により生育が抑制され，特

にミカモゴールデンとあまぎ二条の一部の試験区で低温

ストレスによると思われる生育不良がみられた．その後

茎立期以降の高温により，急速な稈長の伸長がみられ，

出穂期が3～5目，成熟期が5～6日早まった．稈長は5～1

0cm高く，穂数は5～15％多く，一穂粒数は平年並から5

％減，子実重は10％程度増加した．あまぎ二条は千粒重

が平年よりわずかに高く，整粒歩合は7．5％高かった．

他は千粒重，整粒歩合とも平年よりわずかに低かった．

　3か年とも常発圃場での縞萎縮病の発生は多く，あま

ぎ二条，タカホゴールデン，ミカモゴールデンには全て

の株にモザイク病斑が見られた．1998年と1999年はあま

ぎ二条で黄化・萎縮症状が著しく発生程度「甚」，タカ

ホゴールデンはあまぎ二条より症状が軽くr中」，ミカ

モゴールデンで「中～多」の黄化や萎縮症状が見られた．

2000年はあまぎ二条で「多」，タカホゴールデンとミカ

モゴールデンで「中」であった．スカイゴールデンと関

東二条34号に発病は見られなかった．

2. 収量および収量構成要素

　前述の通り，関東二条34号を除く4品種の1998年度と1

999年度の結果については既に報告しているので，2000

年度の結果を中心に述べる．

　2000年度の常発圃場と無発病圃場の差を品種間で比較

した結果を第1図に示す。稈長はスカイゴールデンや関

東二条34号よりタカホゴールデン，ミカモゴールデン，

あまぎ二条の方が常発圃場での低下の幅が大きく，特に

あまぎ二条で大きかった．穂数についてはスカイゴール

デンと関東二条34号は同等か常発圃場の方が多いのに対

し，他の3品種は常発圃場の方が明らかに少なかった．

子実重についてスカイゴールデンと関東二条34号では常

発圃場の方がやや高かったのに対し，タカホゴールデン，

ミカモゴールデン，あまぎ二条は常発圃場の方が明らか

に低く，特にあまぎ二条は際だって低かった．千粒重は

全般に常発圃場の方が高かった．整粒歩合についてはミ

カモゴールデンの圃場間差が大きかった．品種間差は不

明瞭ながら，スカイゴールデン，関東二条34号の抵抗性

品種群より，タカホゴールデン，ミカモゴールデン，あ

まぎ二条の方が差異が大きい傾向が見られた．穂長，一

穂粒数も常発圃場の方が長い（多い）が，縞萎縮病抵抗

性との関係は見いだせなかった．

　次に1998年度と1999年度を加えた3か年のデータを分

散分析した結果を第2表に示す．稈長，穂数，子実重に

ついては縞萎縮病抵抗性による品種間差が有意であり，

特に稈長と子実重はym3を持つスカイゴールデンと関東

二条34号，ym5のみを持つタカホゴールデンとミカモゴ

ールデン，両方とも持たないあまぎ二条の3グループに
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第1図　収量・収量構成要素・栽培特性の圃場間差異　　（2000年度）
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．12＊＊　　　　0．26＊＊　　　　0．02

上段：常発圃場の3か年の平均値，中段：常発圃場一無発病圃場，下段：寄与率
多重比較は最小有意差法により異符号間に5％で有意差有り，＊5％，＊＊1％水準で有意
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分けられた．また穂数はⅢ型系統に抵抗性のスカイゴー

ルデン及び関東二条34号と罹病性の残り3品種の2グルー

プに分けられた.千粒重と整粒歩合については,2000年

度の結果では罹病性のグループの方がわずかに大きい傾

向であったが，3か年の分析では年次との交互作用が大

きく，品種間差に一定の傾向は見られないと判断された．

なお，稈長と穂数にも有意な交互作用がみられたが，寄

与率が低いため無視して良いと判断された．3か年の平

均値で，タカホゴールデンとミカモゴールデンは縞萎縮

病に罹病したことにより，稈長がそれぞれ8％と6％低く

なり，穂数は29％と31％，子実重は12％と20％低下した．

また，あまぎ二条は稗長が24％，穂数が53％，子実重が

60％低下した．

　3．麦芽品質

　縞萎縮病に罹病しないスカイゴールデンと関東二条34

号の麦芽粗蛋白を圃場間で比較すると，無病圃場は平均

8．9％と適正範囲とされる10～11％より低く，逆に常発

圃場は13．3％と高く圃場間で大きな差が生じた（第3

表）．縞萎縮病の影響を調べる上で必ずしも好適な条件

とはならなかった．

　3か年のデータを基に各品種で常発圃場と無発病圃場

の差をとり，分散分析した結果を第3表に示す．麦芽可

溶性窒素とコールバッハ数には有意な品種間差が見られ

なかった．一方，ジアスターゼカ，麦汁粘度，最終発酵

度は品種間差が有意であったが，品種間の相対的な関係

は各形質で異なった．麦汁粘度について，タカホゴール

デンやあまぎ二条はスカイゴールデンや関東二条34号よ

り有意に差が大きく，常発圃場での品質低下が認められ

た．最終発酵度について，あまぎ二条は関東二条34号よ

第3表　麦芽品質の分散分析結果

り差が大きかったが，スカイゴールデンの差も比較的大

きかった．ジアスターゼカについて，あまぎ二条は常発

圃場で低下する傾向があったが，スカイゴールデンやタ

カホゴールデンと有意差は見られず，縞萎縮病の影響は

見られなかった．

　麦芽粗蛋白及び麦芽エキスについても有意な品種間差

異が見られたが，年次との交互作用も無視できないくら

い大きかった．そこで第2図に麦芽粗蛋白と麦芽エキス

の年次変動を示す．1999年は両形質とも品種間差異が大

きく，麦芽粗蛋白は，あまぎ二条＞ミカモゴールデン，

スカイゴールデン，タカホゴールデン＞関東二条34号の

順で差が大きかった．麦芽エキスはあまぎ二条及びタカ

ホゴールデンの差異が著しく大きく，ミカモゴールデン，

スカイゴールデン，関東二条34号の順で小さくなった．

1998年と2000年は1999年より品種間差異が比較的小さか

った．

　縞萎縮病抵抗性遺伝子型と被害程度の関連性を明確に

するため，遺伝子型毎にグループ化し，常発圃場と無発

病圃場の差を比較した（第3図）．麦芽エキスは，Ⅰ型

系統のみ抵抗性及び罹病性品種の方がⅠ・Ⅲ型抵抗性品

種よりも有意に大きく，常発圃場での品質低下程度が大

きかった，麦汁粘度は罹病性品種の方がⅠ・Ⅲ型抵抗性

品種よりも有意に大きかった．麦芽粗蛋白及び最終発酵

度は，罹病性品種，Ⅰ型系統のみ抵抗性品種，Ⅰ・Ⅲ型

抵抗性品種の順に差が小さくなり，ジアスターゼカは罹

病性品種の低下が大きい傾向が見られたが，有意な差で

はなかった．
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第2図 麦芽品質の年次変動

縦軸は［縞萎縮病1・皿型混合常発圃場］一［無発病圃場］
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第3図抵抗性遺伝子型別の麦芽品質の圃場間差異
縦軸は［縞萎縮病1・Ⅲ型混合常発圃場］一［無発病圃場］

左から，ym3を持ちⅠ・Ⅲ型系統に抵抗性の品種群，ym5のみを持ちⅢ型系統に罹病する品種群，縞萎縮病罹病性の品種

品種群の多重比較はシェッフェの方法により異符号問に5％で有意差有り

Ⅳ　考察

BaYMV　I・Ⅲ型系統による混合感染が収量及び収量構

成要素に与える影響について，既報の1998－1999年度の2

か年の結果17）と本報告の2000年度の結果を比較すると，

Ⅰ・Ⅲ型系統に抵抗性であるスカイゴールデン及び関東

二条34号と比べ，Ⅰ型系統にのみ抵抗性のタカホゴール

デンとミカモゴールデンは縞萎縮病常発圃場において有

意に稈長・子実重が減少し，ym3とym5を共に持たない

罹病性のあまぎ二条ではさらに有意に低くなる点で完全

に一致した．しかし穂数についてはスカイゴールデン及

び関東二条34号より，タカホゴールデン・ミカモゴール

デン・あまぎ二条が有意に低くなる点で一致したが，19

98－1999年度で見られたⅠ型系統にのみ抵抗性の品種と

あまぎ二条の差異は2000年度では見られなかった．これ

は2000年度のあまぎ二条の発病程度が，1998－1999年度

より低かったためと推察された．

3か年平均でのBaYMV感染による子実重の減少は，ym5

を持つタカホゴールデン・ミカモゴールデンで12～20％，

あまぎ二条で60％であった．しかしスカイゴールデン・

関東二条34号で逆に21～22％増収していることから，常

発圃場は無発病圃場より肥沃度が高いと推察され，縞萎

縮病罹病による実際の子実重の減少は更に大きいと考え

られる．子実重と他の栽培性項目との相関係数を求める

と，稈長と穂数にのみ有意な正の相関が得られた（稈長

：0．74＊＊，穂数：0．88＊＊）．これらの項目はいずれも縞萎

縮病罹病に対する反応の品種間差が有意であった項目で

あり，収量低下の原因として稈長・穂数減が大きく寄与

していると推察される．

　氏原ら21）はBaYMVI型系統の発生している圃場に播種

したあまぎ二条とはるな二条の生育・収量を同一圃場内

の縞萎縮病の発生が見られない地点と激しく発生してい

る地点で比較している．その結果，本報告と同様に縞萎

縮病の発病が多くなるに従って子実重は減少したが，千
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粒重・整粒歩合には一定の傾向が見られなかったと報告

している．また氏原は抵抗性品種7品種と罹病性品種7

品種の子実重を縞萎縮病発生圃場で比較した結果，罹病

性品種の子実重は平均65％低かったと報告しており，一

方藤井ら2〉はBaYMV　I型系統発病圃場と隣接する無発病圃

場との比較から，あまぎ二条やアズマゴールデンなど罹

病性品種の子実重が67～97％減少したと報告している．

以上の減収率は本報告のあまぎ二条の減収率（60％以

上）とほぼ一致しており，遡3，y〃面を持たない罹病性

の品種はBaYMVI型系統発生圃場と1・皿型系統発生圃

場でほぼ同程度の収量低下を示すと推察された．

　戸嶋ら20）は茨城県の皿型系統発生圃場であまぎ二条と

遡5のみを持つミサトゴールデンとの比較を行い，ミサ

トゴールデンはあまぎ二条より縞萎縮病による生育・収

量の影響は少なく，発病株率が100％近くに高まると桿

長が7～8％低くなり，子実重が10～16％減少することを

報告している．y〃直を持つ品種の被害程度は持たない品

種より小さい点で本報告と一致したが，減収率は本報告

より低い．これは栃木分場の常発圃場に比べ，当時の茨

城の圃場は被害が発生してからの年数が少ないためと推

察される．戸嶋らが指摘している様に連作により被害程

度は増加するものと考えられる．

　麦芽品質に関して，前述の氏原らによればあまぎ二条

等1型系統に罹病する品種は，発病程度が激しくなるに

伴って原麦粗蛋白，麦芽全窒素，可溶性窒素が高まり，

麦芽エキス，コールバッハ数が低下すると報告してお

り21），藤井らもBaYMV　I型系統発生圃場のあまぎ二条等

罹病品種の粗蛋白含量が隣接する無発病圃場より2～3％

高いと報告している2）．本試験でも麦芽エキスと麦汁粘

度に関して，あまぎ二条，タカホゴールデン，ミカモゴ

ールデンでは有意に品質が低下する傾向が見られた．し

かし，麦芽粗蛋白，可溶性窒素，コールバッハ数，ジア

スターゼカなど，粗蛋白含量に関係する品質については

明確な差異が見られなかった．麦芽粗蛋白にっいてはタ

カホゴールデン，ミカモゴールデン，あまぎ二条を関東

二条34号と比較すると，0．9～1．3％高くなっているが，

スカイゴールデンと比較するとほぼ同程度であった．そ

の理由として本報告の蛋白レベルは適正範囲の10～11％

をはるかに越えており，そのため発病によるさらなる蛋

白増加が不明瞭になった可能性がある。また，スカイゴ

ールデンは各地での栽培試験結果から，窒素肥沃度が高

く蛋白の高くなる圃場では他品種以上に粗蛋白含量が高

くなる傾向が見られる（未発表〉．そのためスカイゴール

デンの常発圃場の粗蛋白含量が罹病性品種並に高くなっ

た可能性は否定できない．以上から考察すると従来から

の縞萎縮病の罹病によって粗蛋白含量は増加するとの報

告を否定することはできない．

　本報告では縞萎縮病の罹病により麦汁粘度が高くなっ

た．これは今まで報告がなく新しい知見である．麦汁粘

度が高くなる原因としては一般に粗蛋白含量の増加があ

げられるが，本報告の中で麦汁粘度は粗蛋白含量を含め，

他の品質項目との間で有意な相関が認められなかった．

今後麦汁粘度が高くなった要因を検討する必要がある．

　以上，縞萎縮病抵抗性遺伝子の有無とBaYMV罹病の影

響をまとめると，y〃23と遡5を共に持たない品種は桿長，

穂数が著しく減少し，子実重が60（殆減少した，これに比

べ遡5のみを持つ品種は桿長，穂数の減少程度が少なく，

子実重の減少も12～20％であった．麦芽品質については

収量性ほど明確な結果が得られなかったが，ア1n3とア〃面

を共に持たない品種で麦芽エキスが減少し，麦汁粘度が

上昇した．一方y’n5を持つ品種の品質も不明瞭ながら品

質が低下する傾向が見られた．また，両グループとも縞

萎縮病罹病により粗蛋白含量が増加する可能性を否定で

きなかった．従って品種本来の特性を十分に発揮させ品

質を高位安定化するためには，スカイゴールデンのよう

なBaYMV　I・皿型系統抵抗性品種の育成と普及が重要で

あると考えられた．さらに，縞萎縮病の被害による麦芽

品質の影響をより正確に把握するには，肥沃度が同程度

な発病圃場と無発病圃場での比較試験，あるいは抵抗性

遺伝子のみが異なり他の遺伝的背景が同一である準同質

遺伝子系統対を用いた実験が必要である．
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オオムギ縞萎縮病がビール大麦の収量および麦芽品質に及ぼす影響

山口昌宏・谷口義則・関和孝博・大塚勝1）・五月女敏範2）・小田俊介3）

摘要：　オオムギ縞萎縮病ウイルス1・皿型系統の常発圃場と無発病圃場に，1・IH型系統の両方に抵抗性のビー

ル大麦品種（抵抗性遺伝子抑3を単独または�o3と�o5を共に持つ）と1型系統にのみ抵抗性の品種（抑5のみを持つ〉及

び罹病性の品種（抑3も吻5も持たない）を播種し，収量と麦芽品質に及ぼす影響を調査した．3か年試験した結果，

1・皿型系統に抵抗性のスカイゴールデンと関東二条34号は，常発圃場が肥沃であるため子実重が23％，24％それぞ

れ増加したのに対し，罹病性のあまぎ二条は桿長が23％，穂数が52％と著しく減少し子実重は60％減少した．1型

系統のみ抵抗性のタカホゴールデン，ミカモゴールデンはあまぎ二条ほど桿長，穂数が減少せず，子実重がそれぞ

れ12％，20％減少した．発病が麦芽品質に及ぼす影響について，粗蛋白含量は常発圃場で，罹病性・抵抗性のいず

れの品種も極端に高まったため不明瞭であったが，罹病性のあまぎ二条では麦芽エキスの減少と，麦汁粘度の上昇

が明らかになった．タカホゴールデン，ミカモゴールデンの品質低下はあまぎ二条より小さかった．以上の結果か

ら，ビール大麦の高品質安定多収生産のためには，1・皿型系統抵抗性品種の育成と普及が重要である．

キーワード：　オオムギ縞萎縮病皿型系統，麦芽品質，二条大麦

Ef悟cts　of　Ba−ey　Ye”ow　Mosaic　Virus　lnfection　on　Yield　and　Malting　Qua”ty　of　Ba−ey

Ma．sah丘o　YAMAGUCHI，Yoshtno亘TANIGUCHI，Takah廿o　SEKIWA，Masan10HTSUKA，Tosh血ori　SOTOME，Shunsuke　ODA

Summary：　The　effects　of　barley　yellow　mosaic　vtrus（BaYMV）in£ection　on　yield　and　malting“uahty　were

analyzed　in　vtrusTesist＆nt　an（l　susceptible　malting　ba．rley　cultivars．The　cultivaガSuk段i　Golden『，which　has　the

virusTesistance　genes7m3and卿ξ＆nd　the　cultiv＆ゼ：Kanto　Nijo　No．34’，which　has　only辺η31段re　resistant　to

both　str歌ins　I　anαIII　of　B＆YMV．The　cultivars　T段kaho　Golden『and　IMikamo　Golden’，which　have　only　ym5for

a　virusTesistance　gene，are　resistant　to　only　strain　I　of　BaYMV．The　cultivaゴAmagi　N勾o’has　neither即3nor

卿5and　is　susceptible　to　stmins　I　and　III　of　BaYMV．　Seeds　of　these　cultivars　were　sown段nd　grown　in段

non・infわsted　field　and　a　field　infもsted　by　BaYMV　strains　I　and　III　and　the　yield段nd　m＆lting（luality　were

compared　for　three　years　of　the　test　period．Wh且e’Sukai　Golden『and’Kl＆nto　Nijo　No．34響had23％＆nd24％

more　grain　yiel虚，respectively，in　the　in琵sted　fiel＆，due　to　the　fertihty　of　the　fie1α，the　susceptible’Amagi　Nijoサ

had60％1ess　grain　yield　in　the　infbsted　field　and　w＆s23％and52％less　in　the　culm　length　and　the　number　of

ears，respectively．The　stmin　ITesistant　cultivars’T＆kaho　Golden量and　Mikamo　Golden’h段d12％and20％1ess

grain　yield，respectively，in　the　infbsted　field，but　the　losses　in　the　culm　length　and　number　of　e＆rs　in　these

cultivars　were　not　as　severe＆s　in　the　c＆se　of　the　vtrus−susceptible『Amagi　Nijo『．As　fbr　the　ef蚤ects　of　infわction

on　m＆1ting儀u＆hty，total　protein　contents　in　both　the　resist＆nt　and　susceptible　cultivars　were　exceedingly　high

in　the　inf6sted　field　and　no　clear　conclusion　was　obt＆ined。Eowever，the　amount　of　m＆1t　extract　w段s（leαeased

and　the　wort　viscosity　wa．s　inαe＆sed　in　the　susceptible　cultivaガAmagi　Nijo’．The　loss　in　malting　quality　was

sma■er　in　the　cultivars’Takaho　Golden’and’Mikamo　Golden’than　in量Amagi　Nijo’．From　the　results　obt＆ined，

it　is　concluded　th＆t　the　breedingεmd　genera1｛listribution　of　cultivars　resistant　to　strains　I　and　III　of　BaYMV

are　essenti＆l　fbr　m段intaining　high儀uality　and．high　yieH　in　the　production　ofmalting　b＆rley．

Key　W◎rds二B認MV　str駄in　type　III，malting　quahty，twoTowed　barley

1）現栃木県農業大学校，2）現栃木県農業試験場，3）現農林水産省農林水産技術会議事務局
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